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マ ンダレーにおける雲南系華人墓

加 納 寛

要約

本稿では、陸路華人が多 く居住するマンダ

レーにおける雲南系華人の墓を紹介する。マ

ンダレー北郊の丘陵南側斜面に展開 している

雲南系華人墓地は、1990年 代初頭に設置され

たものである。この墓地の中に見られる墓は、

東南アジアにおける華人墓 としてよ く紹介さ

れる亀殻墓ではなく、石廟型式のものであっ

た。この型式の墓の分布 ・来歴については、

今後さらに広 く調べていく必要がある。

人社会を形成 している大都市として著名であ

る。マンダレーでは、雲南系華人が華人全体

の80%を 占めるともいう1。

近年、華人研究は 「陸路華人」にも次第に

深い関心を向けつつあるが2、 その文化的側

面については未だ十分に明らかにされている

とはいえない。本稿では、陸路華人の文化的

側面に光をあてる試みの一つとして、2006年

12月 に筆者が訪れる機会3を 得たマ ンダレー

における雲南系華人墓について紹介したいa。

は じめに

マンダレーは、 ミャンマー(ビ ルマ)中 央

部の中心都市である(右 地図参照)。エーヤー

ワデ ィー川中流東岸に位置 し、ヤンゴンに次

ぐ都市規模を誇っている。マンダレーには18

57年 に王城が建設され、王朝時代最後の都 と

なった。

マ ンダレーは、雲南との重要な交易拠点 と

して栄えてきた。現在も昆明か ら大理、瑞麗、

ラショーを経てマ ンダレーに至る幹線道路が

整備されてお り、大量の物資が国境を越えて

取引されている。

このような立地のため、海路を移動 してき

た華人より陸路を移動 してきた華人の方が多

いとされるミャンマーにおいても、マンダレー

は特に陸路移住の雲南系華人が中心をなす華

一107一



(2) マンダレーにおける雲南系華人墓

1、 墓 地

マンダレー近郊の華人墓地は、旧王城の中

心から北東方向概ね8kmの 丘陵地帯、北緯2

2度5分 、東経96度9分 付近に立地 している。

旧王城北側から北に伸びる道路を、マンダレー ・

ヒルを右手に仰 ぎながら8kmほ ど進んでい

くと右手に丘陵が見えて くるが、この丘陵の

南側斜面に華人墓地が広がっている。

マンダレー雲南系華人社会の幹部か らの聴

取によれば、10年 前、マンダレー市街地の南

側から墓地を移動 したという5。墓地の跡地

は現在住宅地になっているとのことであった。

墓地移動に際 しては、遺族のあるものについ

ては遺体を掘 り出して移動 し、遺族のないも

のについては遺体はそのままにして位牌のみ

を移動させたという。

墓地の造成年代については、墓地の門に掲

げられた額に 「公元1991年 」とあることか ら、

聴取によって得 られた情報より5年 ほど前に

遡ると考えられる。

現在の墓地は緩やかな丘陵の南側斜面に造

成されており、北に行 くほど標高が高 くなっ

ている(写 真1参 照)。 墓は全て正面を南に

向けている。墓地から北、東、西の方角には、

それぞれ小丘陵が隆起 しているのを望むこと

ができる。聴取によれば、 この地を選択 した

のは当局の指示であったとのことであったが、

風水的選地法が採 り入れられていた可能性も

あると考えられる。

この北、東、西の三方を丘陵で囲まれた地

に、西から東へ、広東系華人墓地である 「広

東山場」、福建系華人墓地である 「福建極楽

山荘」、雲南系華人墓地である 「雲南公墓」

が、それぞれ隣接 して設置されている。

聴取によれば、墓地の面積は300エ ーカー

に渡 って広がっているが、あと10年で満杯に

なってしまうであろうという観測であった。

墓地は門を北に直進する道によって分けら

れ、墓地の西側は単身者用の墓地(写 真2参
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マンダレーにおける雲南系華人墓 (3)

写真2単 身墓

写真3夫 婦墓

照)、 墓地 の東側 は夫婦用 の墓地(写 真3参

照)に 区分 されて いる。単身墓 につ いては一

区画が3万 チャットs、上部構造物が200万 チ ャッ

ト、埋葬料が10万 チ ャッ トだとい う。夫婦墓

は、一区画が20万 チ ャッ ト、上部構造物 が4

～500万 チ ャ ッ ト、 埋葬料 が25万 チ ャ ッ トで

あるとの ことで あった。

また、60歳 以上の者 は北側 に、60歳 未満 の

者 は南側 に用地が割 り当て られ てお り、 さ ら

に18歳 未満の者 およびマ ンダ レー外 の者 は区

画を購入で きな いた め、墓地 の最北 に位置す

る棚状の集合墓 に埋葬 され るという(前 頁写

真1左 奥 に見え る)。

2、 墓 の構造

一 区画の大 き さは概ね
、単身 墓が幅2。3m、

奥 行4.5m、 面 積10㎡ 、 夫婦 墓が幅4.5m、 奥

行6m、 面積27㎡ で あ る。 夫婦墓 は夫婦2名

分の棺を並べて埋葬するため、単身墓より区

画が大きい。向かって右(東)側 に夫を、向

かって左(西)側 に妻を埋葬するという。墓

は地上の上部構造と地下の下部構造 とに分か

れてお り、下部構造には棺に入 った遺体を埋

葬す る。上部構造には高 さ2m程 度の石廟7

を設置する(図1,2参 照8)。

下部構造については、未完成の墓を見るこ

とでその構造 を知ることができる。棺を埋葬

する部分は、区画の土を南北方向に長 く掘削

し、その上を半円 トンネルボール ト状に組ん

だ レンガで覆って横穴を構成 し、その周囲を

切石とセメントで補強 している(前 頁写真1

手前の下部構造のみ露出した様子を参照 され

たい)。 この横穴に棺を埋葬 した後、開口部

を塞いで下部構造を埋め戻 し、その上面をセ

メントで平面に均 してか ら上部構造を設置す

るようである。

単身墓の場合は、丘陵の上部から整然 と墓

地を建造 し、上部の墓地が埋まり次第、逐次

丘陵下部の墓地を築成 していくならばこの方

法で問題は生 じない。 しか し、夫婦墓の場合

については、一つの区画に埋葬すべき2人 の

死亡時期が前後 して しまうのが通常であるた

めに9、単身墓のように単純にはいかない。

夫婦のうち一方を先に埋葬 し、上部構造 も設

置し、さらに当該墓よりも下部の区域にも墓

が建造 された後に、遅れて死去 した夫婦のも

う一方を埋葬する必要が生 じてくる。 このた

め夫婦墓の場合は、追葬時に区画前面を棺の

図1単 身墓の構造
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(4) マンダレーにおける雲南系華人墓

図2夫 婦墓の構造

奥行分だけ竪に再掘削 し、その竪穴から下部

構造の横穴に棺を押 し込むことができるよう

にするために、区画の前面を単身墓の場合よ

り広 く確保 している。生存 している者の側の

区画前面は、 レンガで竪穴を塞 ぐのみで、セ

メントによる舗装を施 していない。単身墓の

場合、構造物前縁か ら区画前縁までは1.5m

をとっているにすぎないが、夫婦墓の場合は

構造物前縁から区画前縁まで3mを 確保 して

いる。

上部構造については、単身墓は高さ2m程

度、夫婦墓 は高 さ2.5m程 度の石廟を設置す

るのが一般的である。上面には屋根を戴き、

前面に奥行30cm程 度の華麗なファサー ドを

設けている。

基壇は、単身墓で高さ40cm程 度、夫婦墓

で高さ70cm程 度である。単身墓の場合は、

基壇の向か って右側面に 「福」、左側面に

「地」の文字が彫 られているものが多い。夫

婦墓の場合は、基壇の正面、向かって左側に

「青山」、右側に 「福地」 と書かれており、向

かって左側の側面には昇 り龍が、右側の側面

には虎が描かれているものが多い。基壇の正

面は、単身墓、夫婦墓 ともに、中央に麟麟、

向かって右側に馬、左側に鹿が描かれている

のが通例である。

基壇の上には、正面の両側面に1辺30cm

程度の角柱が据えられておりファサー ドの外

枠を構成 している。その内側に単身墓では2

本、夫婦墓では4本 の円柱が備えられている。

角柱 と夫婦墓の外側の一対の円柱にはそれぞ

れ対聯が刻まれ、単身墓の円柱と夫婦墓の内

側の一対の円柱には登り龍が彫られている。

対聯の内容は、墓によってそれぞれ異なって

いる。柱の奥は石寵状になっており、正面に

並行する奥の壁面 と、両側の角柱と奥の壁面

とを結ぶように斜行する左右2枚 の壁面との

3面 の壁面が形成 されている。壁面には墓誌

銘が刻まれている。

これ らの柱と壁面の上方には、3枚 の扁額

が掲げられている。単身墓、夫婦墓ともに中

央の扁額には4文 字、左右の扁額 には2文 字

が入 る。彫 られている文字は墓によってそれ

ぞれ異なっている。

扁額の上には、寄棟の瓦屋根を模 した石製

の飾屋根が置かれている。中央の扁額上の屋

根は高 く、左右の扁額上の屋根は中央より一

段下がった高さになっている。

ファサー ドの後方には、単身墓、夫婦墓と

もに奥行2m程 度の堂部が続いている。堂部
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マンダレーにおける雲南系華人墓 (5)

は後方にいくほど幅が狭 くなっていく。壁面

は海鼠壁状に装飾されているものが多いが、

石板を張 り付けて装飾 しているものもある。

石板による装飾の場合には、無地のままのも

の もあれば風景画を刻んでいるものもある。

壁の上部には屋根が付けられているが、 ファ

サー ドの屋根飾 りと同様に瓦屋根を模 した石

製の飾屋根を戴いているものもあれば、屋根

の形状のみを単純に表現 しているものもある。

屋根の最頂部には、一段高 く棟が置かれてい

る。

なお、マンダレーの雲南系華人墓地におい

ては、上述 してきた石廟型式の墓が一般的で

あったが、他にも小規模な方柱型墓標(角

碑)1°型式の墓 も散見された(写 真1に も見

ることができる)。 これ らの小規模な墓標に

ついては、石廟を設置する前の一時的措置で

ある可能性 もある。また、ギリシアの神殿を

模 したような白亜の石廟 も存在 し(写 真4)、

単一の様式に統制されることなく、建立者に

よる様々な工夫の余地があることがうかがえ

た。

結び

写真4ギ リシア神殿風石廟

以上、本稿ではマンダレー北郊における雲

南系華人墓について紹介 した。

従来、東南アジアにおける華人墓としては、

海路を経て東南アジアに移住 してきた福建 ・

広東系の人々の墓の主流であるとされる亀殻

墓(墓 亀型)u型 式のものが多 く取 り上げら

れてきたが、それらとは異なる型式の一例を

紹介することができたと考える。

こうした型式の差異か らは、これらの石廟

型式の墓を建造する人々が、上述の福建・広

東系の亀殻墓を建造する海路華人とは異なる

文化的アイデンティティを有 していることが

示唆される。 しか し、果たしてこの差異が、

出身地の違いに起因するのか、それとも別の

要因に基づ くのかは現時点では結論を出せな

い。雲南系華人墓地の西側に低い塀を隔てて

広がる福建系華人墓を望んでも、やはり亀殻

墓ではな く様式は異なるものの石廟型式の墓

が見えることか らすると、石廟型式の墓はマ

ンダレー華人社会に特有の型式である可能性

もある%

こうした石廟型式の墓が、どのような文化

的アイデンティティのもとに建造されるのか

については、マ ンダレーにおける福建 ・広東

系華人墓地や ビルマ人墓地の調査が不可欠で

ある。 また、墓碑銘の収集 ・分析によって雲

南系華人の移動経路を浮かび上がらせ、彼ら

のアイデンティティ形成について研究すると

ともに、彼らの故地における墓地型式につい

ての研究も試みる必要がある。これらを今後

の課題 として筆をおきたい。

(参考文献)
・平敷令治(1989)「 台 湾漢人社会の墓制」渡邊

欣雄編 『祖先祭祀』凱風社

・可児弘明、斯波義信、游仲勲編(2002)『 華僑 ・

華人事典』弘文堂

・斎藤忠(1978)『 墳墓』近藤出版社

・田村慶子(2007)「 ミャンマー(ビ ルマ)華 人

の今 二2006年12月 フィール ドワークより」『北九

州市立大学法政論集』35-1
・王 柳蘭(2004)「 国境を越える 「雲南人」」『ア

ジア ・アフリカ言語文化研究』67

・周星(1996)「 椅子墳と亀殻墓」『南島文化』18

(注)

1マ ンダレー雲南系華人社会の幹部か らの聴取
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(6) マンダレーにおける雲南系華人墓

による。

2そ の代表例として、タイ北部に居住する 「雲

南人」の移動経路を詳 しく記述 した王の研究[王

2004]な どがある。

32006-2008年 度 科学研究費補助金 「東南アジア

大陸部都市華人の地域間移動に関する実証的研

究」の一部として、2006年12月 にプロジェク ト

代表者である荒井茂夫教授(三 重大学人文学部)、

研究分担者である田村慶子教授(北 九州市立大

学法学部)、 タンタン・アウン研究員(愛 知大学

国際問題研究所)と ともにヤ ンゴンおよびマン

ダレーを訪れる機会を得た。 この研究旅行の概

要については、田村[2007]を 参照されたい。

4本 来は、この事前調査に引き続き、マンダレー

を再訪 して墓碑文の収集 ・分析を実施すること

によってマンダレーにおける雲南系華人の社会

史の一端を垣間見るというのが当初の構想であっ

たが、 ミャンマーの政情により2007年 度 中の再

訪が叶わなくなったたあ、ここに研究ノー トと

して雲南系華人墓の構造 と特徴のみを紹介する

次第である。

5以 下、聴取した情報は、すべて同幹部か ら聴

取 した内容である。聴取は雲南系華人墓地にお

いて、2006年12月26日 に実施 した。

6調 査旅行を実施 した2006年12月 現在、1チ ャッ

トは0.1円程度であった。

7「 石廟」 とは、「遺骸または遺骨を仏壇の下や

床下に葬 り、その上に堂宇を覆堂として設けた」

施設や 「遺骸や遺骨を葬 った場所の前に設けた
一種の礼拝的な施設」である廟が石材でつ くら

れたものである[斎藤1978:220-221]。 な お、 日本

における石廟の事例は斎藤[1978:220-221,236-2

37]に詳 しい。

8図1は 単身墓の構造を模式図的に示した もの

である。下部構造については、写真1手 前に見

える部分の構造を参考に作図 した。図2に つい

ては、夫婦墓の下部構造を実見していないため、

上部構造のみを示 した。

9今 回の調査において墓碑の記述を観察 した数

例では、夫は既に死亡 して埋葬されているが妻

が存命中であるものが多かった。

10方 柱型墓標すなわち角碑型式については、斎

藤[1978:230-233]を 参照されたい。

11墓 碑の背後を亀甲状に造る型式の墓であ り、

福建 ・広東において墓の範型であったという[平

敷1989:265-267]。 この型式の墓を、周は 「亀殻

墓」[周1996]、 平敷は 「墓亀型」 と呼ぶ[平敷19

89:265]0

12ヤ ンゴンでは、このような石廟型式の華人墓

は見ることができなか った。ヤンゴンで筆者が

この研究旅行中に実際に見た華人墓は、市街地

に存在する納骨堂型の集合墓と、火葬場や墓地

が集まった郊外の地区で散見した亀殻墓である。
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